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カレンダー
（2015年 1月～ 2016年 7月）

開 催 日 行　　　　　　　　　　　　　　事 開 催 地 申込締切日 会誌掲載号

1/20 第 371 回講習会「ウェアラブル技術の最前線―「着る」機械の現在・過去・未来」 東 京 申込締切 2015/1/13 32 巻 10 号・16

1/21 ～ 1/23 第 20 回人工生命とロボットに関する国際シンポジウム（AROB20th ’15） 大 分 32 巻 3 号・10

1/22・1/23 第 27 回自律分散システム・シンポジウム 東 京 32巻 10 号・16

1/26・1/27
日本機械学会関西支部　第 336 回講習会「実務者のための騒音防止技術（展示，
簡易実習付き）」

大 阪 申込締切 2015/1/19 32 巻 10 号・16

2/27 第 42 回ニューセラミックスセミナー「次世代自動車を支えるセラミックス」 大 阪 33 巻 1 号・11

3/4 ～ 3/7 第 2 回制御部門マルチシンポジウム 東 京 33 巻 1 号・11

3/5・3/6 動的画像処理実利用化ワークショップDIA2015 広 島
講演申込締切
2014/12/12

32 巻 3 号・10

3/5 ～ 3/7 シンポジウム「インタラクション 2015」 東 京 32巻 10 号・16

3/9・3/10
平成 27 年電気学会センシング・アクチュエーション・モーションコントロール
に関する国際ワークショップ（SAMCON2015）

愛 知 33 巻 1 号・11

3/12・3/13 シンポジウム「モバイル ’15」 愛 知 32 巻 8 号・15

3/15・3/16 第 20回ロボティクスシンポジア 長 野 申込締切 2014/9/24
論文締切 2014/10/20 32巻 10号・15

3/23 ～ 3/29 スプリング・サイエンスキャンプ 2015
全 国
12 会 場

応募締切
2015/1/20

33 巻 1 号・11

4/22 ～ 4/24 OPTICS&PHOTONICS International Exhibition 2015（OPIE ’15） 神 奈 川 32 巻 8 号・15

4/22 ～ 4/25 第 6 回機素潤滑設計生産国際会議（ICMDT2015） 沖 縄 32 巻 9 号・31

6/14 ～ 6/17
2015 年情報精密機器のメカトロニクスに関する日本・米国機械学会合同会議
（MIPE2015）

兵 庫 33 巻 1 号・11

6/22 ～ 6/24 第 14 回「運動と振動の制御」シンポジウム（MoVic2015） 栃 木 33 巻 1 号・11

7/2・7/3 安全工学シンポジウム 2014 東 京 32 巻 9 号・31

7/4 ～ 7/10 第 30 回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（30th ISTS） 兵 庫 32 巻 2 号・14

7/7 ～ 7/11
The 2015 IEEE/ASME International Conference on Advanced Intelligent 
Mechatronics（AIM2015）

韓 国 33 巻 1 号・11

8/2 ～ 8/5
2015 IEEE メカトロニクス及びオートメーション国際会議
（2015 IEEE International Conference on Mechatronics and Automation）
（IEEE ICMA2015）

中 国 32 巻 9 号・31

8/25 ～ 8/28 Dynamics and Design Conference 2015「結束を新たに，未来を拓く」 青 森 33 巻 1 号・11

11/29 ～ 12/2 第 5 回世界工学会議（WECC2015） 京 都 32 巻 9 号・31

2016
7/24 ～ 7/29

第 31 回国際心理学会議（XXXI International Congress of Psychology：
ICP2016）

神 奈 川 31 巻 6 号・18

（詳細は表中の右欄に記載の会誌名号の会告・お知らせをご参照下さい．）
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共催・協賛行事のお知らせ

会　合　名
主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

第 42 回ニューセラミックスセミナー「次世
代自動車を支えるセラミックス」

ニューセラミックス懇話会
一般社団法人大阪府技術協会

2015 年 2 月 27 日（金）
大阪産業創造館 6階会議室E
（大阪市中央区本町 1-4-5）

ニューセラミックス懇話会事務局
TEL. 0725-53-1919　FAX. 0725-53-2332
E-mail：newceramiccsf@dantai.tri-osaka.jp

第 2 回制御部門マルチシンポジウム

公益社団法人計測自動制御学会制御部門

2015 年 3 月 4 日（水）～ 3月 7日（土）
東京電気大学
（足立区千住旭町 5）

学会事務局：部門協議会
TEL. 03-3814-4121
E-mail：bumon@sice.or.jp

平成 27 年電気学会センシング・アクチュエ
ーション・モーションコントロールに関す
る国際ワークショップ（SAMCON2015）

一般社団法人電気学会

2015 年 3 月 9 日（月）・3月 10 日（火）
名古屋工業大学

〒 102-0076 東京都千代田区五番町 6-2　
HOMAT HORIZONビル 8F
一般社団法人電気学会　事業サービス課　
奈良英範
TEL. 03-3221-7313　FAX. 03-3221-3704

2015 年情報精密機器のメカトロニクスに関す
る日本・米国機械学会合同会議（MIPE2015）

日本機械学会
米国機械学会

2015 年 6 月 14 日（日）～ 6月 17 日（水）
神戸国際会議場
（神戸市）

Conference Chair
多川則男 /関西大学
E-mail：tagawa@kansai-u.ac.jp
Conference Secretary
谷　弘詞 /関西大学
E-mail：hrstani@kansai-u.ac.jp
小金沢新治 /関西大学
E-mail：skoga@kansai-u.ac.jp

第 14 回「運動と振動の制御」シンポジウム
（MoVic2015）

一般社団法人日本機械学会

2015 年 6 月 22 日（月）～ 6月 24 日（水）
栃木県総合文化センター
（宇都宮市本町 1-8）

実行委員長：平田光男（宇都宮大学）　
幹事：鈴木雅康（宇都宮大学）
E-mail：movic2015@ee.utsunomiya-u.ac.jp

The 2015 IEEE/ASME International Con-
ference on Advanced Intelligent Mecha-
tronics（AIM2015）

IEEE and ASME

2015 年 7 月 7 日（火）～ 7月 11 日（土）
釜山，韓国

中央大学理工学部精密機械工学科　新妻美
保子
TEL. 03-3817-1844　FAX. 03-3817-1820
E-mail：niitsuma@mech.chuo-u.ac.jp

Dynamics and Design Conference 2015「結
束を新たに，未来を拓く」

一般社団法人日本機械学会
（機械力学・計測制御部門）

2015 年 8 月 25 日（火）～ 8月 28 日（金）
弘前大学
（青森県弘前市文京町 1）

D&D2015 実行委員会　
E-mail：dd2015@jsme.or.jp
実行委員長　梶原逸朗（北海道大学）
幹事   竹原昭一郎（上智大学）

本会後援・協力行事
会　合　名

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

スプリング・サイエンスキャンプ 2015

公益財団法人日本科学技術振興財団

2015 年 3 月 23 日（月）～ 3月 29 日（日）
大学，公的研究機関（12 会場）

応募締切 2015 年 1 月 20 日（火）17：00

サイエンスキャンプ本部事務局
TEL. 03-3212-2454　FAX. 03-3212-0014
E-mail：camp-boshu26@jsf.or.jp

本会協賛行事
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学会からのお知らせ
日本ロボット学会欧文誌（Advanced Robotics）掲載の論文が

FA財団論文賞を受賞

　今般，Advanced Robotics 誌に掲載された下記の論文が，栄えある平成 26 年度
FA財団論文賞を受賞しました．

受賞論文： Parallel line-based structure from motion by using 
omnidirectional camera in textureless scene

掲 載 誌： Advanced Robotics Vol. 27, Issue 1, pp. 19-32
執 筆 者： Ryosuke Kawanishi, Atsushi Yamashita, Toru Kaneko & 

Hajime Asama

　なお，表彰式は去る平成 26 年 12 月 12 日，東京虎ノ門の霞山会館にて執り行わ
れ，政府関係者，財団関係者，各関連学会長などが見守る中，財団理事長　松野
建一氏から執筆者に対して賞状と賞金（100 万円）が授与されました．
　この「FA財団論文賞」は，毎年数件が表彰される予定です．受賞対象となるのは，

①「FA」および「産業用ロボット」，ならびに「これらに関連する技術」
に関する高度化技術

②FAおよび産業用ロボットを適用し，産業および経済に貢献した技術
③AI，適応制御，学習制御，ロバスト制御などの先端制御技術の工作機械，
産業機械，および産業用ロボットへの応用

に関する，独創性に優れ，かつ工業的価値が高いと認められる論文であり，著者
の所属は問いません（大学，公的研究機関，および企業の研究者または技術者を
対象）．
　当学会では，今後も引き続き受賞候補論文を推薦していく予定ですので，学会
誌ならびに欧文誌（Advanced Robotics）への関連論文の積極的なご投稿をお待
ちしております．

理事会報告
第 40回理事会

日　　時：2014 年 11 月 12 日（水）14:00 ～ 16:00
場　　所：事務局会議室
出席理事： 小平紀生（会長），高西淳夫，大隅久，細田祐司，塩沢恵子，

田中一男（遠隔），王碩玉（遠隔），倉林大輔（遠隔），小林英
津子，石川潤（遠隔），前田雄介，岩城敏（記）

出席監事：平井成興
事 務 局：水谷
〈議　事〉
1．議事録確認
（１）以下の議事録が確認された．
日本ロボット学会 第 39 回理事会議事録．
2．審議・報告事項
2．1　会長・副会長・庶務
（１） 2014 年度フェロー選考に関する途中経過が説明された．
（２） 横幹連合新理事候補推薦に関して審議され，承認された．
（３） アーカイブ「日本のロボット研究開発の歩み」の掲載状況が報告

された．
（４） 2014 年度第 1回情報発信企画委員会の実施につき，学会価値再検

討，学会誌の価値向上についての議論の経過について報告があっ
た．

（５） 2015 年度予算について報告され，審議が行われた．
2．2　事業関係事項
（１） RSJ2015 の準備状況に関して報告があり，審議事項が承認された．
（２） 平成 27 年度事業計画に関して報告があり，審議事項が承認された．
2．3　企画関係事項
（１） 福島廃炉措置にかかわる原子力学会廃炉検討委員会から当学会へ

の連携の依頼に応じ，調査研究委員会を設置が承認された．
2．4　欧文誌関係事項
（１）ARの編集委員を 5名新たに追加することが承認された．
（２）AR Best Paper Award に関して審議され，承認された．
2．5　財務関係事項
（１）2014 年度予算および 1月からの累計実績が報告され承認された．
3．定例報告事項
（１）2014 年度入退会申込（2014 年 11 月 12 日現在）状況
・ 正会員 2,917 名（入会 3 名，復会 0 名，種別変更 8 名，退会 43 名），
学生会員 1,194 名（入会 2名，復会 0名，種別変更 0名，退会 52 名），
終身会員 69 名（種別変更 5名），名誉会員 10 名であり，会員総数は
4,190 名，賛助会員 67 団体（93 口）となったことの報告があり，入
会および退会の申請が全件承認された．

（２）国内共催協賛，国際共催協賛の案件がすべて承認された．
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有料広告
電気通信大学知能機械工学専攻
ロボティクス分野　教員公募

職名・募集人数：准教授　1名
担当学部・研究科等：情報理工学研究科知能機械工学専攻先端ロボティク

スコース
専門分野： ロボティクス（メカトロニクス，バイオミメティックロボティ

クス，ソフトロボティクス，ロボットのメカと知的制御，新しい
アクチュエータ，ロボット用知覚情報処理，リハビリテーショ
ンロボット，ナノマイクロロボット，レスキューロボットなど）

担当科目等：学部専門科目および大学院専門科目．学部基礎科目を担当し
てもらうこともある（詳細は，下記URLを参照して下さい）．
http://www.uec.ac.jp/department/ie/m/curriculum.html
http://www.uec.ac.jp/campus/academic/syllabus.html

応募資格： （１）博士の学位を有し，大学院での教育・研究指導を行うこ
とができる方，（２）上記の専門分野において顕著な実績があり，
教育と研究を通して同分野の発展に貢献できる方，（３）日本
語により学生を指導できる方，（４）物づくり教育に興味があ
る方．本学には，学生が自主的に参加し，ロボットや回路設計
等の研究開発を行える楽力工房・カデット教育プログラムなど
の組織があり，それらに積極的に対応していただける方．
　http://www.gp.uec.ac.jp/index.html
　http://www.rc.mce.uec.ac.jp/cadet.html

勤務形態：常勤，任期なし（定年制）
給　　与：国立大学法人電気通信大学職員給与規程による
採用予定日：2015 年 10 月 1 日以降のできるだけ早い時期
応募書類： 応募書類は返却しません．また，本選考以外の用途に使用する

ことはありません．
（１）応募申請書類（写真貼付，履歴書，研究業績リスト）．応
募申請書の様式をダウンロードし，記入して下さい
http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/pdf/oubo_
sinseisyo.pdf（PDFファイル）
http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/date/oubo_
sinseisyo.doc（MS-word ファイル）

（２）主要著書，論文の別刷りまたはコピー（5編程度），（３）
研究概要と今後の研究計画書（A4用紙 2ページ以内：上記専
門分野との関連を明示のこと），（４）教育に関する抱負と今ま
での教育または人材育成経験（A4 用紙 2 ページ以内），（５）
参考となる意見を伺える方 3名（国内，国外それぞれ 1名以上
を含む）のお名前，所属，連絡先住所（E-mail アドレスを含む），
および応募者との関係．

選考方法： 書類審査を通過した方に対して，人事面接による審査を行いま
す．その際の交通費，宿泊費は応募者の負担とさせていただき
ます．

応募締切：2015 年 3 月 23 日（月）午後 5時（日本時間）必着
問合せ先：電気通信大学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻　 

教授　明　愛国
TEL：042-443-5427　E-mail ming@mce.uec.ac.jp

書類送付先：〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘 1-5-1
電気通信大学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻副専攻
長　大川富雄 宛
（封筒表面に「ロボティクス分野教員応募書類在中」と朱書し
簡易書留で郵送のこと．併せて，発送の旨を上記問い合わせ先
へE-mail によりお知らせ下さい．またE-mail の件名には「ロ
ボティクス分野教員応募」と記入して下さい．）

そ の 他：・ 本学では，すべての教員が学術院に所属し，担当学部・研究
科等へ配置されます．

・ 本学では男女共同参画推進の基本理念に基づき女性が働きや

すい環境を整えることで女性教員の増加を目指しています．
女性の積極的な応募を期待します．詳しくは電気通信大学女
性研究者支援室ホームページをご覧下さい．
　http://www.ge.uec.ac.jp/owr/

東京工芸大学工学部電子機械学科
専任助教または准教授公募

所　　属：東京工芸大学工学部電子機械学科
募集人数：助教または准教授　1名
専門分野： 電気電子工学（パワーエレクトロニクス，ロボティクス，メカ

トロニクスなど）
応募資格： ①博士号取得者（取得見込を含む），②上記の専門分野におい

て高い研究能力を有し，専門分野で学部および大学院科目が担
当できること，③建学の精神を理解し，本学の使命および目的
を達成するために，強い意欲と情熱をもって教育・研究にあた
る方

着任時期： 2015 年 4 月 1 日～ 9月 1日（着任時期については，応相談）
任　　期： 5 年（本学では教員の採用に際しては，すべて任期制で実施し

ております．5年以内に昇任または再任にかかわる審査があり
ます．）

提出書類： ①履歴書（書式自由，写真添付，E-mail アドレス記入のこと），
②これまでの研究概要（2,000 字程度），③業績リスト（査読付
き学術論文，国際会議録，著書，招待講演，受賞歴など分類し
て記載），④着任後の研究計画と教育に対する抱負（2,000 字程
度），⑤科学研究費補助金等の外部資金獲得状況，⑥応募者に
ついて照会可能な方（2名）の氏名，所属，連絡先

応募締切：2015 年 2 月～ 6月末日（随時受付，採用が決まり次第募集終了）
書類送付先：〒243-0297 神奈川県厚木市飯山 1583

東京工芸大学工学部電子機械学科　学科主任　西宮信夫
封筒に「応募書類在中」と朱書し，書留で郵送．
書類は返却しません．

問合せ先：東京工芸大学工学部電子機械学科　西宮信夫
TEL：046-242-9555　FAX：046-242-9566
E-mail：nisimiya@em.t-kougei.ac.jp
http://www.t-kougei.ac.jp/guide/recruitment.html
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第 23 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 24 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 25 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 26 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 27 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 28 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 29 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 30 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 31 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 32 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円

第 14回　ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円
第 18回　ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円

日本ロボット学会誌
第 28 巻 第 1 号　〔特集〕　ロボット聴覚
 第 2 号　〔 〃 〕　レスキューロボット―災害救助支援システムの現状と今後―
 第 3 号　〔 〃 〕　ロボットを進化させる最先端 IT技術
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボティック・サイエンス
 第 5 号　〔 〃 〕　使えるRTミドルウェア
 第 6 号　〔 〃 〕　生体筋骨格型ロボット
 第 7 号　〔 〃 〕　第27回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8 号　〔 〃 〕　第27回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　クオリティ・オブ・ライフのためのロボティクス
 第 10 号　〔 〃 〕　分子ロボティクス
第 29 巻 第 1 号　〔 〃 〕　ソーシャルロボットと人間理解
 第 2 号　〔 〃 〕　研究者が『ロボット』を伝えるために
 第 3 号　〔 〃 〕　人と接するロボットの研究を考える
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボット技術の国際標準
 第 5 号　〔 〃 〕　確率理論のロボティクス応用
 第 6 号　〔 〃 〕　機構の知と技
 第 7号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボットと安全コンポーネント
 第 10 号 〔 〃 〕　人ロボット共生学
第 30 巻 第 1 号　〔 〃 〕　共創知能システムプロジェクト
 第 2 号　〔 〃 〕　パラレルメカニズムと実用化
 第 3 号　〔 〃 〕　つくばチャレンジ論文特集号
 第 4 号　〔 〃 〕　2足歩行ロボット技術
 第 5 号　〔 〃 〕　ヒトの触感覚特性を活かす
 第 6 号　〔 〃 〕　広がるテレロボティクス
 第 7号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボティクス研究のためのソフトウェアツールⅠ
 第 10 号 〔 〃 〕　創立 30 周年記念特集号―ロボット学会新世代：世界に向かって―
第 31 巻 第 1 号　〔 〃 〕　次世代ロボットのための知能化技術
 第 2 号　〔 〃 〕　ロボット教育論文特集号
 第 3 号　〔 〃 〕　ロボティクス研究のためのソフトウェアツールⅡ
 第 4 号　〔 〃 〕　マニピュレーション研究の最前線
 第 5 号　〔 〃 〕　材料の知
 第 6号　〔 〃 〕　人間環境と親和性の高いロボットのためのアクチュエータ特集号
 第 7 号　〔 〃 〕　第30回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8 号　〔 〃 〕　第30回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9号　〔 〃 〕　ロボットのエージェンシーとインタラクション
 第 10 号 〔 〃 〕　日本ロボット学会-日本 SF作家クラブ　共同企画―ロボット工学とSF―
第 32 巻 第 1 号　〔 〃 〕　震災対応 レスキューロボットの活動を振り返ってⅠ
 第 2号　〔 〃 〕　震災対応 レスキューロボットの活動を振り返ってⅡ
 第 3 号　〔 〃 〕　知能化する家電
 第 4 号　〔 〃 〕　原点としての機巧
 第 5 号　〔 〃 〕　探査ローバ開発の今と新しい試み
 第 6 号　〔 〃 〕　ロボット工学における最適化手法
 第 7 号　〔 〃 〕　第 31回日本ロボット学会学術講演会論文特集号
 第 8 号　〔 〃 〕　懐に入り込むロボット技術
 第 9 号　〔 〃 〕　高速ビジョンの応用展開
 第 10号 〔 〃 〕　ヒューマンモデリングアンドエンハンスメント

刊行物のご案内

※以上のものはいずれも消費税込，送料は別にかかります．

刊行物のご注文は書面（FAX）または Email にて事務局あてにお申し込み
ください．Email: order@rsj.or.jp
会員の方で学会誌を巻毎にまとめてお申し込みの場合は会費と同額で，その
他の場合は実費として第1巻～第 8巻 2号まで 1冊 1,500 円，第 8巻 4号よ
り 1冊 2,000 円，第 12巻 1号より 1冊 2,500 円（いずれも消費税，送料別）で
お求めになれます．また，第28巻 1号以前の在庫につきましても事務局あ
て別途お問い合わせください．
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（株）IHI
IHI 運搬機械（株）／開発部
（株）アヴィス
（株）アドイン研究所
（株）アトックス技術開発センター
育良精機（株）
（株）インフィテック
（株）エイ・ダブリュ・ソフトウェア
（株）エクォス・リサーチ
NTTコミュニケーションズ（株）
（株）NTTデータ／技術開発本部
エフエクスシステムズ（株）
（株）オートネットワーク技術研究所
オリンパス（株）
川崎重工業（株）
キヤノン（株）
（株）クリムゾンインタラクティブ・ジャパン
（株）ココロ
コマツ／研究本部
サイバネットシステム（株）
（株）ジェイテクト
（株）システムインフロンティア
清水建設（株）
新明和工業（株）
スキューズ（株）
（株）スペイシーズ
セコム（株）／ IS 研究所
ソニー（株）
ソフトバンクモバイル（株）
（株）ソミック石川
（株）データベース
（株）ティービーアイ
（株）デンソーウェーブ
東急建設（株）

（株）東芝
戸田建設（株）
特許庁
トヨタ自動車（株）
（株）豊田自動織機／技術・開発本部
トヨタテクニカルディベロップメント（株）
ナブテスコ（株）／津工場
（株）ナレッジ
日東精工（株）
（社）日本ロボット工業会
（株）ヴァスダックロボティクス
パナソニック（株）モノづくり本部
パナソニック（株）エコソリューションズ社
ビー・エル・オートテック（株）
日立建機（株）
（株）日立製作所／日立研究所
平田機工（株）
ファナック（株）
（株）フォーラムエイト
（株）不二越
富士通（株）
富士ソフト（株）
（株）本田技術研究所／基礎技術研究センター
マクソンジャパン（株）
三井化学（株）
三菱重工業（株）
三菱電機（株）
（株）村田製作所
（株）明電舎
矢崎総業（株）
（株）安川電機
（株）リアルビズ
（株）リコー

一般社団法人　日本ロボット学会賛助会員（50 音順）

・賛助会員の皆様には学会活動へのご支援をいただきあ
りがとうございます．

・学会活動をご支援いただける賛助会員を募集していま
す．学会事務局へご一報ください．

● 入会に関するお問い合わせは…

 一般社団法人　日本ロボット学会　事務局
 〒 113-0033
 　東京都文京区本郷 2-19-7
 　ブルービルディング 2階
 TEL 03（3812）7594
 FAX 03（3812）4628
 e-mail : service@rsj.or.jp
 URL : http:// www.rsj.or.jp/
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一般社団法人　日本ロボット学会　平成 26・27年度（2014・2015年度）役員
理　　事 会　長

　小平　紀生（三菱電機）
副会長
　髙西　淳夫（早稲田大学）
　大隅　　久（中央大学）
庶務担当
　岩城　　敏（広島市立大学）
　細田　祐司（日本ロボット学会）
＊沢崎　直之（富士通研究所）
財務担当
　塩沢　恵子（アドイン研究所）
＊井上　康之（安川電機）
企画担当
　小林　　宏（東京理科大学）
＊石田　勇一（不二越）
会誌担当
　田中　一男（電気通信大学）
＊王　　碩玉（高知工科大学）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2011 年 3 月～ 2015 年 3 月　50 音順

足立　　勝（安川電機）
石井　和男（九州工業大学）
石原　秀則（香川大学）
尹　　英杰（トヨタテクニカルディ

ベロップメント）
上野　浩史（宇宙航空研究開発機構）
太田　　順（東京大学）
小俣　　透（東京工業大学）
包原　孝英（安川電機）

河原崎徳之（神奈川工科大学）
木室　義彦（福岡工業大学）
倉爪　　亮（九州大学）
榊原　伸介（ファナック）
坂根　茂幸（中央大学）
清水　正晴（千葉工業大学）
高橋　隆行（福島大学）
高松　　淳（奈良先端科学技術大学院大学）
塚越　秀行（東京工業大学）

長縄　明大（秋田大学）
深野　　亮（小松製作所）
前野　隆司（慶應義塾大学）
松本　吉央（産業技術総合研究所）
山下　　淳（静岡大学）
山本　晃生（東京大学）
余　　　永（鹿児島大学）
横山　和彦（安川電機）
脇田　優仁（産業技術総合研究所）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2013 年 3 月～ 2017 年 3 月　50 音順

市川　明彦（名古屋大学）
王　　碩玉（高知工科大学）
川田　浩彦（北陽電気）
川原　知洋（九州工業大学）
北野　　斉（パナソニック）
見持　圭一（三菱重工業）
小林英津子（東京大学）
榊　　泰輔（九州産業大学）
朱　　　赤（前橋工科大学）
辻　　俊明（埼玉大学）
中尾　　学（富士通研究所）

中臺　一博（ホンダ・リサーチ・イ
ンスティテュート・ジャ
パン）

中村　明生（東京電機大学）
浪花　智英（福井大学）
野田　哲男（三菱電機）
羽田　芳朗（富士通研究所）
日高　洋士（富士通研究所）
平井　宏明（大阪大学）
程島　竜一（埼玉大学）
堀　　俊夫（産業技術総合研究所）

前田　雄介（横浜国立大学）
松浦　大輔（東京工業大学）
松日楽信人（芝浦工業大学）
松本　　治（産業技術総合研究所）
三宅　徳久（千葉大学）
山崎　文敬（イクシスリサーチ）
山本健次郎（日立製作所）
山本　元司（九州大学）
吉見　　卓（芝浦工業大学）

欧文誌担当
　尾形　哲也（早稲田大学）
＊倉林　大輔（東京工業大学）
事業担当
　尾崎　功一（宇都宮大学）
＊小林英津子（東京大学）
　倉爪　　亮（九州大学）
＊石川　　潤（東京電機大学）
国際担当
　前田　雄介（横浜国立大学）
＊平井　慎一（立命館大学）

監　　事
　油田　信一（芝浦工業大学）
＊平井　成興（千葉工業大学）

無印　任期：2013 年 3 月より 2015 年総会時まで
＊印　任期：2014 年 3 月より 2016 年総会時まで
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「水圏における生物模倣型移動ロボット」
特集について

残されたフロンティアの一つとして，深海が注目を浴
び，海洋資源開発や災害時救助，調査などのために水中ロ
ボットへの関心も高まっている．一方，生物の巧みな動
き，機能，構造等を模倣して工学分野に応用する研究開発
が活発に行われるようになってきた．これらは生物模倣技
術，生物規範工学，バイオミメティクス（biomimetics），
バイオミクリー（biomimicry），バイオインスピレーショ
ン（bioinspiration），バイオインスパイアード（bioin-
spired）等と呼ばれている．また，地球上の海洋や陸水
（湖沼，河川）といった「水圏」においては，非常に多様
な生物が生息している．そこで，様々な環境で多くの動作
タスクが要求される水中ロボットにおいても，生物模倣を
応用した研究開発が行われている．
本学会においても，例えば学術講演会においては水中ロ

ボットや生物模倣に関連するセッションが開設され，積極
的に発表が行われている．そのため，多くの会員諸氏も水
中ロボットや水生生物の生物模倣に関連する研究は幾つか
ご存じであろう．そこで，本特集号では，タイトルにある
ように水圏における生物模倣型の移動ロボットに絞り，
様々な模倣対象生物，駆動方法，動作環境について横断的
に取り上げ，新しい移動機構の開発への取り組みを紹介す
ることにした．結果，本学会のみならず他学会を中心に精
力的に研究されている方も含め，幅広い分野の方々からの
ご寄稿が叶い，本会誌には初めて登場される方々による解
説が多数を占めることとなった．最初に中島求先生（東京
工業大学）には，水圏における生物模倣型移動ロボットに
ついて，歴史的な背景も含めて総括をしていただき，さら
にご研究分野のイルカ型ロボットから人間まで含めた水泳
ヒューマノイドロボット（広い意味では生物模倣型）まで
解説していただいた．
次に本田崇先生（九州工業大学）には，水中マイクロロ

ボットの問題となるエネルギー供給を外部磁界駆動として
実現させ，小魚の尾びれの動き，鞭毛のらせん運動，水生
昆虫のパドリングなどの動きを再現させた水中マイクロロ
ボットについて解説いただいた．

戸田保幸先生（大阪大学）には，イカの通常の遊泳は
ジェットよりもヒレによる推進が寄与している点に注目
し，イカ型ロボットを開発，その水中移動特性に関して造
船工学分野からの見地で解説していただいた．
高田洋吾先生（大阪市立大学）には，小型魚型ロボット
の駆動をモータでないマグネットアクチュエータで開発，
特に動力源を環境負荷の小さな燃料電池を用いた場合につ
いて解説していただいた．
小林俊一（信州大学）は，いわゆるヘビ型の水中推進ロ
ボットであるが，体表面にいぼ足があるゴカイの形態に注
目し，そこから全方向推進を可能としたロボットについ
て，僭越ながら解説させていただいた．
鈴木健司先生（工学院大学）には，水面移動ロボットと
して，まずアメンボの荷重支持と推進原理について解析し
てから，アメンボの脚を模した微細加工を施した脚をもつ
水面移動ロボットを開発，共振型ロボットとチェビシェフ
リンク機構を持った 6脚型ロボットについて解説していた
だいた．
菊池耕生先生（千葉工業大学）には，同じく水面移動ロ
ボットに関するものであるが，スケールによる違いについ
て注目され，バシリスクのような cmスケールで陸用移動
も兼ねたロボット，mmスケールの液面移動ゲルロボット
について解説していただいた．
最後に堤一義先生（龍谷大学）には，水圏と陸圏の境界
域である，湿地，湿原，水田などといった泥濘地における
生物模倣型の移動ロボットとして，6脚型のロボットを取
り上げ，その研究開発状況（歩行実験，脚先形状の影響）
について解説していただいた．
これらの解説記事を集めた本特集号を通じて，生物模倣
による研究開発，特に水中のみならず陸上や空中における
移動ロボット等の研究開発の一助になれば幸いである．
最後に，ご多忙中にもかかわらず，解説記事をご執筆し
ていただいた著者の皆様に厚くお礼申し上げます．

（小林俊一　信州大学，原田宏幸　北海道大学）
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〔表紙説明〕

編集後記

日本ロボット学会誌 33巻 1号 2015年 1月

2015 年最初の日本ロボット学会誌は水の周辺環境，「水
圏」で活躍するロボットの特集です．
言うまでもなく四方を海に囲まれた我が国において，水

にかかわるロボットはとても重要な意味を持ちます．食料，
環境，エネルギー，国交等，様々な課題に於いて今後ロボ
ットに注目が集まることでしょう．
また，古今東西，水辺や海には様々な伝説の生き物が語

り継がれています．これらは人類の歴史において水圏との
関係性を象徴的にキャラクタライズしたものだったのかも
しれません．そういう意味で，水にまつわる伝説の生き物
をロボットのモチーフにするデザインは「アリ」かもしれ
ません．
今回はそんなイメージのロボットを描いてみました．い

ずれこういうロボットたちが伝説レベルの活躍をするよう
になるといいですね．

（園山隆輔＜ T-D-F@T-D-F.jp ＞　T-D-F）

「水圏」は，ロボットの世界ではあまり耳にすることの
ない言葉であると思う．広辞苑によれば，水圏とは「地球
の表面上で水によって占められている部分」とある．同じ
カテゴリーに属する言葉として「陸圏」や「気圏」などが
あり，いずれも地表の構成を表す用語として使われている
ようである．ご存じのとおり，ロボットの世界では，従来
から水中ロボットや空中ロボットなどの用語は使われてお
り，本会誌においても，特に今回の特集に関連するものと
して，過去に「水中ロボティクス」特集（2004 年 9 月号）
などがあった．水中に接する環境として水面があり，また
水に土が混じれば泥ができる．これらの環境は互いに物理
的には近い位置にありながら，これまでロボティクス分野
では同時に語られることはあまりなかったように思う．そ
れらの環境を一語で表現する用語として，今回は「水圏」
という言葉を使わせていただいた．本来の意味からすれば
正しい使い方ではなかったかもしれない．
移動ロボットがある環境で活動しようとするとき，隣接

する異なった環境でも活動する能力があれば，ロボット単
体でアプローチできる領域は大きく広がるであろう．この
ような，ある種の「たくましさ」をロボットが身につける
ためにも，ご近所の様子を多少なりとも知っておくことは

意味があるのではないだろうか．そのような意図もあって，
今回は少し新しいくくりでの研究事例の紹介を試みたがい
かがだったであろう．
巻頭にもあるとおり，水圏には実に様々な生物が生息し
ている．この環境で活動するロボットを作ろうとするとき
に，それら生物の機能を模倣しない手はない．しかし同時
に機械でそれを実現するためには実に深い考察と多大な努
力を要するということは，各記事を読んでいただければお
分かりいただけるものと思う．なお，生物模倣技術に関し
ては数多くの取り組みがなされており，当然ながら本特集
がそのすべてを網羅しているわけではない．したがって，
あの研究やかのロボットがなぜ紹介されていないのか？　
といった類のご意見も多々あろうと推察する．その点につ
いてはどうかご容赦いただきたい．
最後になってしまいましたが，ご多忙中にもかかわらず
記事を執筆して下さった先生方，企画内容を議論していた
だいたロボット学会誌編集委員の皆様，素晴らしい表紙を
描いて下さった園山様，本号発行へ向けた作業を着実に進
めて下さった学会事務局の皆様に，心より御礼申し上げま
す．

（原田宏幸　北海道大学，小林俊一　信州大学）




